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0 はじめに 
 この文書は、本プログラムの主要な機能であるテスト問題のアイテムバンクへの登録と、

アイテムバンクを用いたテストの作成の手順を解説するものである。 
 このプログラムの特徴は、アイテムバンクで作成済みの問題から、任意に設問を選択し

て、クラスで出題できるところにある。このため、テスト作成・出題の手順は、図 1 のよ

うになる。 

 
図 1 テスト作成・出題の手順 

 
図 1 をたての流れで見ると、手順には大きく二つの流れがある。一つは、「本文作成」から

はじまるもので、アイテムデーターバンクへの登録動作である。そして、もう一つは、「コ

ース作成」からはじまるもので、クラスにおけるテストを作成する動作である。 
 以下でも、この二つの手順を分けて解説する。 
 
1 アイテムデーターバンクへの登録 
 ここでは、大きな流れの一つであるアイテムデーターバンクへの登録について、取り扱

う。アイテムデーターバンクのデーター構造は、図 2 のようになっている。 

 
図 2 データーバンクのデーター構造 



データーバンクでは、一つの「問題文」に対して、複数の「個別設問」が設定できるよう

になっている。そして、その「個別設問」には、「選択式」と「記述式・論述式」がある。

こうした種別ごとに、さらにその下に設定できるデーターが異なっている。「選択式」の場

合には、それぞれの「個別設問」に対して「選択肢データー」が設定できるようになって

いる。他方で、「記述式・論述式」の場合には、「キーワードデーター」が設定できる。 
 作成手順もこれにあわせて、「問題文」、「個別設問」を順に作成し、それに続いて、「選

択肢」もしくは「キーワード」を設定するようになっている。以下では、この手順にあわ

せて、やり方を解説する。 
 
1.1 問題文の作成 
 ここでは、問題文の作成までを解説する。 
Step1：インデックス画面の表示 
ログインすると、図 3 次のようなインデックス画面が表示されるので、「テキスト一覧画面

へ」をクリックします。 

 
図 3 インデックス画面表示 
 
 
 
 
 
 



Step2：テキストリスト表示 
Step1 を終えると、図 4 のようなテキストリストが表示されます。テストテキストを登録

するには、新規の場合には、右上の「テキスト・データの新規登録」を、既存のものを編

集する場合には、タイトルをクリックしてください。 

 

図 4 テキストリスト 
 
Step3：テスト・テキスト挿入画面 
 新規登録の場合には、図 5 の画面から、テキストとタイトルを入力して、「登録」をクリ

ックしてください。更新の場合も同様です。 

 

図 5 テスト・テキストの挿入 



 
1.2 設問の作成 
問題文を登録すると、その問題文に対して、設問を設定できるようになります。Step1 は、

1.1 問題文作成と同様です。 
Step1：インデックス画面の表示 
Step2：テキストリスト表示 
図 6 のようにテキストリストが表示されたら、問題を設定したいテキストの行の「問題設

定」をクリックします。 

 

図 6 テキストリスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Step3：テキストごとの設問リスト 
図 7 のテキストごとの設問リストが表示されるので、「問題文」を記入し、「回答形式」を

選択し、右端の「挿入」をクリックしてください。既存のものを編集する場合には、「更新・

削除」をクリックします。 

 
図 7 テキストごとの設問リスト 
 
1.3 キーワードの設定 
設問設定（上記 1.2）で、記述式もしくは論述式を選択した場合には、採点のために「キ

ーワード」を設定することができます。キーワードには、配点の割合も設定することがで

き、受講者の回答がそのキーワードにマッチした分だけ得点されます。 
 設定までの手順は、Step2 までは、1.2 と同様です。 
Step1：インデックス画面の表示 
Step2：テキストリスト表示 
Step3：テキストごとの設問リスト 
図 8 のテキストごとの設問リストでは、設定した設問の「キーワード・AV 設定画面へ」を

クリックします。 

 
図 8 テキストごとの設問リスト 



Step4：キー・ワード一覧画面の表示 
図 9 のようなキーワード一覧画面が表示されます。新規にキーワードを登録する場合には、

「キーワードを新規に設定」をクリックします。 

 
図 9 キー・ワード一覧画面 
 
Step5：キー・ワード作成画面 
図 10 のようなキー・ワード作成画面が表示されます。キーワードと比重を入力した上で、

「新規作成」をクリックします。（回答がキーワードを含んでいると、「比重」にあわせた

分だけ得点になります。） 

 
図 10 キー・ワード作成画面 
 



Step6：再びキー・ワード一覧 
キーワードが既に作成されていると、キーワード一覧は、図 11 のように変化します。この

段階では、「比重やコメントの修正」や「削除」ができるようになります。 

 

図 11 キー・ワード一覧（データあり） 
 
1.4 選択肢の設定 

1.2 の設問設定で「選択式」もしくは「選択式（複数可）」を選んだ場合には、選択肢を

設定することができます。 
 設定までの手順は、Step2 までは、1.2 と同様です。 
Step1：インデックス画面の表示 
Step2：テキストリスト表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Step3：テキストごとの設問リスト 
図 12 の「テキストごとの設問リスト」画面では、選択肢を設定したい問題と同じ行の「選

択肢・AV 設定画面へ」をクリックします。 

 
図 12 テキストごとの設問リスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Step4：解答の選択肢リスト 
図 13 のような解答の選択肢リストが表示されます。新規に選択肢を挿入する場合には、「新

規の選択肢」に入力の上、「挿入」をクリックします。 

 
   ↓スクロール 

 
図 13 解答の選択肢リスト 
 
 
 



Step5：解答の選択肢リスト(2) 
選択肢が設定されている状態だと、図 14 のように、選択肢リストの「既存の選択肢」の欄

に選択肢が表示されます。「選択肢のテキスト」をクリックすると、選択肢の文言を修正し

たり、削除したりできます。 

 
図 14 解答の選択肢リスト(2) 
 
2 実際に行われるテストの設定 

ここで、冒頭の図 1 で示した「コース作成」から始まる流れに、話を移します。本書は、

「テストの作成・出題」のガイドなので、「コース作成」や「採点」は割愛します。実際に

行われるテストは、コースごとに作成されます。そして、第一章のデーターバンクから設

問を選択して作成されます。 
 データーの構造を図であらわすと、図 15 のようになります。 

 
図 15 試験と設問のデーター構造 

 



図のように、実際に行われる試験情報と直接関連しているのは、「個別設問」のデーターで

す。このため、設定においても、試験の基本情報を作成してから、個別の設問データーを

試験情報と関連付けるという作業を行います。試験の問題文や選択肢は、個別設問データ

ーから芋ずる式に呼び出されます。 
 以下では、コースごとの試験基本情報の作成から、試験の開始までの手順を解説します。 
 
2.1 試験情報の作成 
 コースごとに設定されている試験情報は、そのテストの名称や開始時刻などを含む情報

です。開講しているコースにおいてのみ、試験情報を設定することができます。 
Step1：インデックス画面の表示 

インデックス画面では、「クラス一覧」をクリックしてください。 

 

図 16 インデックス画面(2) 
 
 Step2：クラス一覧画面の表示 
クラス一覧表で試験を設定したいクラスの行の「状態」の「開講中」をクリックします。 

 
図 17 クラス一覧画面 



 
Step3：実施テスト一覧画面の表示 
図 18 のような実施テスト一覧画面が表示されるので、右上の「テストデータを新規に挿入」

をクリックします。 

 
図 18 実施テスト一覧画面 
 
Step4：テスト情報挿入画面の表示 
図 19 のようなテスト情報挿入画面が表示されるので、各項目に入力して、「登録」を押し

てください。なお、「試験タイプ」では、提出期限が過ぎた場合の動作が設定できます。 

 
図 19 テスト情報挿入画面 
 



Step5：設定された試験情報を修正する 
設定された試験情報を修正するには、実施テスト一覧画面の「テスト名」をクリックしま

す。 

 
図 20 実施テスト一覧画面(2) 
 
2.2 問題の設定 

実際に出題される問題は、第一章で扱ったアイテムデーターバンクから出されます。こ

のため、出題される問題を設定する動作は、2.1 で作成した試験データとデーターバンクの

設問データーを関連付けるという形で行われます。 
 手順の Step1 及び Step2 は、2.1 と同様の作業です。 
Step1：インデックス画面の表示 
Step2：クラス一覧画面の表示 
Step3：実施テスト一覧画面の表示 
図 21 の実施テスト一覧画面では、行いたいテストの行の「問題を設定」の欄にある「問題

設定」をクリックします。 

 
図 21 実施テスト一覧画面(2) 



Step4：問題設定画面 
図 22 のような問題設定の画面が表示されます。画面の上方に、そのテストに設定済みの問

題の一覧が表示されます。そして、画面の下方に、アイテムデーターバンクにある設問の

一覧が表示されます。挿入したい設問にチェックを入れた上で、「試験に設問を追加」をク

リックすると、問題が設定できます。 

 

図 22 問題設定画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Step5：出題順序と配点（１） 
Step4 が終わった段階で、出題される問題は決まりましたが、配点や出題順序は決まってい

ません。ですが、Step4 が終わるとすぐに、問題設定画面は、図 23 のように変化します。

ここで、「設問順番および配点を設定」をクリックします。 

 

図 23 問題設定画面(2) 
 
Step6：出題順序と配点（2） 
ここで、図 24 のような「並び順および配点設定」画面が表示されます。項目に入力した上

で、「登録」をクリックします。 

 
図 24 並び順および配点設定画面 



2.4 試験開始 
試験に問題が設定されていると、同じコースで他のテストが実施中でない限り、試験を

行うことができます。 
手順の Step1 及び Step2 は、2.1 と同様の作業です。 
Step1：インデックス画面の表示 
Step2：クラス一覧画面の表示 
Step3：実施テスト一覧画面の表示 
実施テスト一覧画面では、行いたいテスト情報の行の「状態」の「テスト前」をクリック

します。 

 
図 25 実施テスト一覧画面(3) 
 
Step4：テスト開始・出欠フォーム 
図 26 のような「テスト開始・出欠フォーム」が表示されるので、出席者にチェックが入っ

ている状態で、「試験開始」をクリックします。 

 

図 26 テスト開始・出欠フォーム 



Step5：試験中に状態が変化 
すると、実施テスト一覧におけるテスト情報が変化します。状態が「実施中」に変わって

います。この「実施中」をクリックすると、試験終了・遅刻者アクセス許可の動作を行う

ことができます。 

 
図 25 実施テスト一覧画面(4) 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


